
 

      

 

 

 

 

子宮頸がんに罹患する人（かかる人）は、特に２０代後半から増加しはじめ、 
３０代後半から４０代後半でピークを迎えるため、若いうちから検診を受け 
続けることが重要です。 

「まだ若いから大丈夫」と安心せずに、２０歳を過ぎたら必ず２年に１回は子宮 
頸がん検診を受けましょう。 

 

1.子宮頸がんってどんな病気なの？  2.子宮頸がんって何が原因なの？ 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.子宮頸がんを予防するためには？ 

 

 

 

 

 

 

 
 
✿裏面もご覧ください✿ 

  

２０歳から ２年に１回 

子宮頸がん検診を受けましょう 

 

●「子宮頸がん」とは、子宮頸部（子
宮の入り口）の表面にできるがんのこ
とです。 
国内では、若い年齢層で子宮頸がん 
を発症する割合が比較的高く、２０代
から３０代の発症率が増加しているこ
とが問題になっています。 
 
●子宮頸がんは、早期に発見されれ
ば治療により比較的治癒しやすいが
んとされていますが、発見される時期
が遅くなると治療が難しくなることか
らも、定期的に子宮頸がん検診を受
診し、早期発見・早期治療に努めるこ
とが重要です。 

 

●子宮頸がんの発症には、ヒトパ
ピローマウイルス（ＨＰＶ）と呼ば
れるウイルスの感染が関係してい
ます。 
 
●ＨＰＶは、性交経験がある女性
であれば誰でも感染する可能性が
ある、ありふれたウイルスです。 
 
●このウイルスは、子宮頸がん患
者さんの９０％以上で見つかるこ
とが知られており、ＨＰＶが長期
に渡り感染することでがんになる
と考えられております。 

 
●ＨＰＶワクチンの予防方法は、ＨＰＶワクチンを接種することで、ヒトパピロー

マの感染を予防することが挙げられます。 

また、子宮頸がん検診を定期的に受けることで、がんになる課程の異常（異形

成）やごく早期のがんを発見し、医師と相談しながら経過観察したり、負担の少

ない治療に繋げたりすることができます。 
 
●子宮がん検診は、２０歳以上の女性で、２年に１回の受診が推奨されていま

す。 

受診方法は、日時を定めて市の施設などで実施される「集団検診」、個人で予

約して医療機関で受診する「個別検診」があります。 

 

 

 

 

 

 



   
子宮頸がん個別検診                 
 

 

※クーポン対象者・・・年度内に２１歳となる女性に、市より子宮頸がん検診の無料クーポン券を

送付しております。 

            「クーポン券対象者の●」は、クーポン券対象者のみ受診できます。 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により検診を延期している場合がありますので、事前にご

確認ください。 
 

令和５年度の子宮頸がん集団検診日程 

●集団検診 

日 程 実施場所 申込受付 

令和５年１１月１７日（金） 歯舞あさひ・落石会館・児童デイサービスセンター １０月上旬 

令和５年１１月１８日（土） 児童デイサービスセンター １０月上旬 

令和５年１１月１９日（日） 児童デイサービスセンター・厚床会館 １０月上旬 
  

●レディース検診（無料送迎バスにより、釧路がん検診センターにて行う検診です） 

日 程 実施場所 申込受付 

令和５年７月２４日（月） 
 

釧路がん検診センター 
６月上旬 

令和６年１月３１日（水）  １２月上旬 
 
 

 

 

検 診 実 施 機 関 住               所 電      話 ２０歳以上 
クーポン 

対象者 

市立根室病院 根室市有磯町 1丁目 2番地 24-3201 ● ● 

釧路がん検診センター 釧路市愛国東 2丁目 3－1 0154-37-3370 ● ● 

市立釧路総合病院 釧路市春湖台 1番 12号 0154-41-6121  ● 

釧路赤十字病院 釧路市新栄町 21番 14号 0154-22-7171  ● 

釧路労災病院 釧路市中園町 13番 23号 0154-22-7191  ● 

釧路孝仁会記念病院 釧路市愛国 191番地 212 0154-39-1222  ● 

足立産婦人科クリニック 釧路市中園町 8番 1号 0154-25-7788  ● 

釧路レディースクリニック 釧路市新川町 2番 23号 0154-32-1020  ● 

町立別海病院 別海町別海西本町 103 番地 9 0153-75-2311  ● 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/hpv_qa.html

厚生労働省 ＨＰＶワクチンに関するＱ＆Ａ 


